
本症例報告はただの報告だけでなく、病状の発見や予防
など役立つ内容も含めてお送りいたします

２０２０年７月



症例報告①：～歯が欠けてしまいました～

犬 歯が欠けた場合の金属冠（メタルクラウン）による修復

症例報告②：～歯は抜いたはずなのに、歯の根っこの破片が残っている？～

猫 残根（ざんこん）が関与したと考えられる口内炎

症例報告③：～こんな乳歯は要注意～

犬 乳犬歯の晩期残存（ばんきざんぞん）が関与したと考えられる舌潰瘍



圧倒的に多いのは、、、、飼い主さんが

硬いものをあげたとき、噛んでるうちに受傷するケース！



・乾燥したアキレス腱や乾燥した動物の皮 ☜ 想像以上に硬いんです

・骨・鹿の角・動物のヒヅメなど動物の硬い部分

・硬い歯磨き用のおもちゃ、硬い歯磨きガムなど

骨 乾燥した腱つき肉 ヒヅメ



歯が全体的に尖っていて横幅が狭い形

肉を引き裂くのに都合が良い

骨を砕いたり、硬いものをすり潰す形には向いていない
硬いものをかじるという行為を続けると確実に歯を痛めていく

ストレス解消や、歯の汚れをとる効果が期待できるから、かじらせておいて
良いんでしょう、だってそう表示されてるものもあるし、、
喜んでかじってますよ、、、



外側面 内側面

咬みあう面

尖った山のような形

横幅が狭く、縦幅が広く
細長い

縦幅
横
幅



分厚く硬い金属の板

打つ面が平面なハンマー
打つ面がとがったハンマー
それぞれで分厚い金属板を強い力
でたたくと、、、、、

平面では面で叩く力が伝わるが、
とがったものでは、点で力が伝わ
るため、より強い衝撃が加わる

衝撃を強く受ける部分が
疲労していく

先端がとがっているハンマー
が先に弱って、欠けたり変形する

・ハンマー：歯
・金属の板：硬物

・ハンマー
を打つときの力

：咬む力

として例えると



上の臼歯

下の臼歯

骨

ぐっとかみしめた時軽く噛んでいるとき

咬む力が歯の先端から骨に
接触する部分に集中する

骨に加わる力
弱

骨に加わる力
強

力に耐えきれず
歯に亀裂が入り、欠ける



ここがポイント！！

しっかり変形する







＜歯髄がみえている＞
痛み、出血する 歯髄の炎症

＜歯髄はでていない＞
出血なし、痛みはない場合
とある場合あり（知覚過敏）

歯髄

＜断面に穴が開いて黒くなっている＞

Bの状態から時間が経っている状態

顔が腫れたり歯肉が腫れ
顔に穴が開いて膿がでる
歯髄は死んで菌が感染した状態

A
B

B

Ａ

歯が欠ける位置
Ａ：表層 Ｂ：中層～深層



（上記の可能性の場合に動物が出すサインの例）
・・・歯を触ろうとすると怒る、嫌がる、食欲がない、食欲はあるが途中で食べるのをやめるなど

（上記の可能性の場合に動物が出すサインの例）
・・・歯を触ろうとすると怒る、嫌がる、食欲がない、食欲はあるが途中で食べるのをやめるなど



右上第四前臼歯が欠けて、
中の歯髄（しずい）が露出している

↓
物が接触すると痛みがある

↓
歯髄の炎症による痛みをなくすには
抜歯（歯の除去）or抜髄（歯の保存）

＜治療内容：歯を残したい＞

①除痛のため、炎症を起こした歯髄を取り除く
（抜髄：ばつずい）
②抜髄した歯の内部の空所には根管充填を行う
（①②：歯内治療あるいは根管治療）

③残された歯の強度を上げるため金属冠
（メタルクラウン）を被せることとした（歯冠修復）





＜防御力＞

強い

弱い



即日処置可能

歯型をとり、歯科技工士さんに製作をしていただく

装着時に全身麻酔をする必要あり

歯型をとり、歯科技工士さんに製作していただく

装着時に全身麻酔をする必要あり



この歯
ジルコニアのクラウン
です

周りの歯と調和した自然な仕上がり
ぱっと見では本物の歯に見えるくらいのクオリティー





～歯は抜いたはずなのに、歯の根っこの破片が残っている？～

抜歯

歯肉

通常、歯を抜く（抜歯）と、歯肉が歯の抜けた穴を覆ってくる
昔に抜歯した部分をみてみると、歯肉で覆われているので
ご自身の抜歯経験あるいは、動物で歯が抜けた子がもしいれば確認してみてください

そもそも歯を抜いた場所ってどうなっているの？



歯肉が腫れている

口内炎ができていて歯肉から
尖ったものが飛びでている
（骨や残根のトゲ）

※歯を抜いたあと、歯のまわりにある骨が尖ってトゲのように
出っ張っていると歯肉をつきやぶることがあり、
露出していることで、感染を起こしやすくなる



抜歯した
はずが、、、

歯の根っこの一部が残っている
この状態を残根（ざんこん）という



残根でも感染を起こしていない
健常な状態ならば、骨と一体化して
症状をおこさないこともある

歯周病など、すでに感染や炎症が残根
のまわりに起きているときには、
残根が感染異物になるため、
歯肉の痛みや腫れを起こす

残根が尖っている場合には
歯肉を傷つけてしまう

残根のまま放置
した場合

問題ない場合

問題ある場合



猫

残根（ざんこん）が関与したと考えられる
口内炎



口元を気にするしぐさをして、
痛そうにしていると、飼い主さんから
お話がありました

猫の難治性口内炎は難治性とつくように
非常に治りにくく、よく炎症を抑えるステロイドや
免疫を抑えるような薬を使用することにより症状の
緩和をはかりますが、副作用の問題から長期的な使
用は望ましくありません

対症療法として抜歯を行うことで、
症状が軽くなることが多いとされているため口の中
全ての歯を抜歯するという治療法もある

上あごの部分 見た目では歯はない
全体的にピンク色の粘膜で口内炎は目立たない
赤みのある部分の歯肉（➡）を触ると少し出血する



舌

下あごも歯はない

がしかし

歯があった場所を指で触ると
少しトゲのような引っかかる感
触があった、、、

もしやこれは、、、、、、
残根？？下あごの部分 見た目では歯はない

全体的にピンク色の粘膜で口内炎は目立たない
赤みのある部分の歯肉を触ると少し出血する



下あご
上あご ：残根とおぼしき

構造物

残根の有無は
歯科レントゲンで
はっきりする



下あごの歯科レントゲン 上あごの歯科レントゲン

矢印：残根



骨のトゲ

残根のトゲ
感染、異物反応を
起こして炎症を
生じている残根部

これらが、
歯肉が腫れて痛みを起こしている
原因と考えらえた

原因となった残根を取り除き、
骨のトゲ部分はなめらかにすることにより
治りの良い環境に整備する

Ｂｅｆｏｒ Ａｆｔｅｒ



症例報告② おわり







永久歯 乳歯

＜犬歯の場合＞

歯冠

歯根

・歯冠（しかん）：歯のあたま部分
乳歯は細長く、先端は尖る
永久歯は太くて先端はやや鈍である

・歯根（しこん）：歯の根っこの部分
乳歯は細長い
永久歯は太い

乳歯は永久歯と比べて欠けやすく、折れやすい



① ② ③

④ ⑤

①：乳歯が生えている時期、歯根は溶けて
おらず永久歯はまだ生えてこない状態

②：永久歯が生えてこようと伸びてくる時期
永久歯に押された乳歯の歯根は溶け始める

③：さらに永久歯が伸びてきて乳歯の歯根はほとんど
溶けていき、ぐらつきだす

④：永久歯が歯肉から顔を出し、乳歯は抜け落ちる

⑤：永久歯が完全に生えきる



９歳の小型犬 下顎の犬歯の後ろに左右ともに乳犬歯がみられる

永久歯の犬歯

乳犬歯

乳犬歯

永久歯の犬歯



乳犬歯が抜けずにいたことで、
永久歯の犬歯が乳犬歯の前方に生えてきている状態

このような状態は小型犬に多く、

歯と歯の間が狭いので、汚れがたまりやすく、歯垢や
歯石の沈着を起こしやすいため、

歯周病になりやすくなります



犬歯

乳犬歯

通常同じ種類の
乳歯と永久歯が同時に生え
ていることはあってはなら
ない

永久歯が生える過程で
乳歯が抜け落ちるのが自然
である

犬の乳歯は
生後半年以内に抜け落ちて
１歳には永久歯が生えそ
ろっていることが多い



乳犬歯
舌下部の潰瘍

舌の下側に潰瘍があり、物理的に何かが常にあたって
いるような所見があった

乳犬歯は先が細く、
つまようじのよう刺さる形状をしている

ここから読み解くと、、、、、



舌
グサッ！！

乳犬歯の歯冠がつまようじの先のようになっている
ため、舌を動かすたびに
乳犬歯と当たる部分があり、舌の下に刺さるように
なっていたものと考えられた

歯が舌に刺さるということは、通常は起こりえない
しかし、尖ったものが口の中にあれば起こりえます



舌は柔らかく、よく動くため、口の中にとがったものが
あると影響を受けやすい




